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農
業
振
興

　

令
和
８
年
産
主
食
用
米
の
生
産
目
安
は
、
前
年

の
政
府
備
蓄
米
売
却
に
よ
る
追
加
設
定
の
影
響
を

受
け
な
い
よ
う
調
整
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
海
道
で
は
、
需
給
見
通
し
や
販
売
計
画
な
ど

を
踏
ま
え
、
前
年
並
み
の
水
準
で
設
定
さ
れ
、
本

町
は
昨
年
よ
り
7
．
7
㌶
増
の
2
，
1
0
5
．

9
㌶
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

良
質
米
の
安
定
生
産
に
向
け
、
米
穀
乾
燥
調
製

貯
蔵
施
設
の
品
質
検
査
機
器
更
新
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
肥
料
価
格
高
騰
へ
の
対
策
と
し
て
土
壌

診
断
助
成
を
継
続
し
、
適
正
施
肥
に
よ
る
品
質
向

上
と
コ
ス
ト
低
減
を
図
り
ま
す
。

良
質
・
良
食
味
米
の
安
定
生
産

～地域産業を未来へつなぐまちづくり～

農
作
業
の
省
力
・
省
人
化
の
推
進

　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ
り

農
家
戸
数
が
減
少
し
、
１
戸
当
た
り
の
経
営
面
積

が
拡
大
す
る
中
、
労
働
力
不
足
の
解
消
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
妹
背
牛
町
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
研
究
会
と
連
携

し
、
省
力
・
省
人
化
に
向
け
た
技
術
研
究
を
進
め

て
い
ま
す
。
人
工
衛
星
画
像
と
Ａ
Ｉ
解
析
を
活
用

し
た
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
の
研
究
・
検
証
を
行

い
、
肥
料
コ
ス
ト
削
減
や
収
量
向
上
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
水
稲
直
播
研
究
会
の
活
動
支
援
や
圃

場
整
備
に
よ
る
大
区
画
化
を
進
め
、
生
産
性
向
上

を
図
り
ま
す
。

活
力
あ
る
農
村
づ
く
り
及
び

担
い
手
の
育
成
・
確
保

有
害
鳥
獣
対
策

　

エ
ゾ
シ
カ
、
カ
ラ
ス
、
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
に

よ
る
農
作
物
被
害
防
止
の
た
め
、
ア
ラ
イ
グ
マ

用
ハ
コ
罠
や
モ
ン
ス
タ
ー
ウ
ル
フ
、
防
獣
テ
ー

プ
の
設
置
を
行
い
、
関
係
機
関
と
連
携
し
駆
除

体
制
を
強
化
し
ま
す
。

　

近
年
目
撃
が
増
え
る
ヒ
グ
マ
対
策
と
し
て
注

意
看
板
の
設
置
や
捕
獲
用
ハ
コ
罠
、
自
動
撮
影

カ
メ
ラ
を
導
入
し
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

　

ま
た
猟
銃
免
許
取
得
・
更
新
費
用
の
助
成
を

継
続
し
、
狩
猟
者
の
確
保
と
育
成
を
進
め
ま
す
。

　

農
協
青
年
部
・
女
性
部
は
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
各

種
事
業
へ
の
参
画
を
通
じ
、
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

し
て
お
り
、
今
後
も
魅
力
あ
る
農
業
と
活
力
あ
る

農
村
づ
く
り
に
向
け
関
係
機
関
と
と
も
に
支
援
し

ま
す
。

　

担
い
手
確
保
で
は
、
北
空
知
農
業
後
継
者
対
策

育
成
支
援
協
議
会
の
研
修
や
北
海
道
拓
殖
短
期
大

学
の
冬
期
集
中
講
座
へ
の
参
加
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
新
規
就
農
フ
ェ
ア
へ
継
続
参
加
し
本
町
農

業
の
Ｐ
Ｒ
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
就
農
経
営
安
定
助
成
に
よ
り
就
農

初
期
の
経
営
を
支
援
し
、
担
い
手
確
保
を
図
り
ま

す
。
さ
ら
に
農
産
加
工
セ
ン
タ
ー
で
は
事
務
室
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置
や
老
朽
化
し
た
調
理
機
械
の
更

新
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

　
昨
年
８
月
、
町
民
の
皆
様
の
ご

支
援
に
よ
り
町
政
を
担
う
こ
と
と

な
り
、
就
任
か
ら
半
年
、
議
員
や

町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
米
価
上
昇
や
ふ
る
さ
と

納
税
の
増
加
に
よ
り
一
定
の
収
入

を
確
保
で
き
た
一
方
、
物
価
高
騰

に
よ
る
経
常
経
費
の
増
加
が
財
政

に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
本
年

は
第
９
次
総
合
振
興
計
画
の
７
年

目
と
な
る
重
要
な
年
で
あ
り
、
改

定
し
た
第
３
期
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
と
あ
わ

は
じ
め
に

せ
、「
小
さ
な
ま
ち
か
ら　

広
が
る

つ
な
が
り　

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

　

も
せ
う
し
」
の
実
現
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
予
算
で
は
物
価
高

対
策
と
し
て
１
人
２
万
円
の
商
品

券
配
付
や
ペ
ペ
ル
温
泉
入
浴
優
待

券
の
継
続
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
庁
舎
の
エ
ア
コ
ン
整
備

や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
改
修
、
庁
舎
内

避
難
所
整
備
を
進
め
る
ほ
か
、
延

期
し
た
小
中
学
校
統
合
校
舎
の
建

設
も
令
和
20
年
度
開
校
に
向
け
準

備
を
進
め
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
に
つ
い
て
、
第

９
次
総
合
振
興
計
画
に
基
づ
き
ご

説
明
い
た
し
ま
す
。

令和 8 年度

町政執行方針（要旨） 全文はこちら

妹背牛町長

滝本　昇司
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町政執行方針

移
住
定
住
の
促
進

観
光
の
振
興

　

観
光
振
興
で
は
、
情
報
発
信
の
強
化
を
基
本
に
交

流
人
口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。
遊
水
公
園
う
ら
ら
、

カ
ー
リ
ン
グ
ホ
ー
ル
、
妹
背
牛
温
泉
ペ
ペ
ル
を
核

に
、
テ
レ
ビ
や
デ
ジ
タ
ル
媒
体
を
活
用
し
て
町
の
魅

力
や
飲
食
店
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
発
信
し
、
再
訪

に
つ
な
が
る
観
光
施
策
を
進
め
ま
す
。

　

ペ
ペ
ル
で
は
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
魅
力

向
上
を
図
り
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
職
員
に
よ
る

熱
波
師
の
活
動
な
ど
、
サ
ウ
ナ
を
生
か
し
た
特
色
あ

る
取
り
組
み
を
展
開
し
ま
す
。
ま
た
、
町
民
向
け
温

泉
入
館
優
待
券
の
配
付
を
継
続
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
応
援
大
使
の
山
下
彩
耶
さ
ん
や
女
子

カ
ー
リ
ン
グ
チ
ー
ム
「
フ
ォ
ル
テ
ィ
ウ
ス
」
と
連
携

し
、
町
の
認
知
度
向
上
や
ふ
る
さ
と
納
税
、
移
住
施

策
と
結
び
付
け
な
が
ら
観
光
客
や
関
係
人
口
の
増

加
を
目
指
し
ま
す
。

商
工
業
の
振
興

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応

と
し
て
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
移
住
・
定
住
の
促
進
を
進
め
ま
す
。

　

住
宅
取
得
や
民
間
賃
貸
住
宅
入
居
へ

の
支
援
、
引
越
し
費
用
助
成
、
高
校
生

通
学
費
支
援
な
ど
に
よ
り
、
移
住
や
子

育
て
世
代
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
環
境
整
備
と
情
報
発
信
を

強
化
し
、
移
住
相
談
会
な
ど
を
通
じ
て

本
町
の
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
外
国
人
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
に
よ
る
交
流
や
学
校
で
の
活
動
、

外
国
人
技
能
実
習
生
へ
の
生
活
支
援
な

ど
を
通
じ
、
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
、「
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」「
選

ば
れ
る
ま
ち
」
を
目
指
し
ま
す
。

空
き
家
対
策

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
に
伴
い
、

空
き
家
の
増
加
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
防
災
・
防
犯
や

景
観
へ
の
影
響
を
踏
ま
え
計
画
的

な
対
策
を
進
め
ま
す
。

　

実
態
把
握
を
行
い
、
活
用
が
困

難
な
空
き
家
は
住
宅
撤
去
費
助
成

事
業
を
継
続
し
て
除
却
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
固
定
資
産
税
の
納

税
通
知
書
へ
の
案
内
同
封
な
ど
に

よ
り
制
度
周
知
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
利
活
用
可
能
な
空
き
家

は
地
域
資
源
と
し
て
捉
え
、
移
住・

定
住
促
進
に
つ
な
が
る
活
用
を
進

め
ま
す
。

　

商
工
業
は
地
域
経
済
や
雇
用
、
町
民

生
活
を
支
え
る
重
要
な
基
盤
で
す
が
、

人
口
減
少
や
消
費
行
動
の
変
化
、
原
材

料
費
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
に
よ

り
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
商
工
会
な
ど
関
係
機
関
と

連
携
し
、
事
業
者
の
経
営
基
盤
強
化
に

向
け
た
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

　

小
売
店
舗
等
設
備
支
援
事
業
や
起
業

支
援
事
業
、
商
店
街
機
能
維
持
事
業
な

ど
へ
の
支
援
を
行
い
、
商
工
業
の
持
続

的
発
展
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る
店

舗
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
営
業
な
ど
起
業
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
、
新
た
な
事
業
者

の
創
出
と
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。
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町政執行方針

～地域が支えるやさしいまちづくり～

高 齢者福祉の充実
　少子高齢化の進行により、ひとり暮らしや高齢者夫婦

世帯、認知症高齢者の増加が懸念されています。

　本町では「わかち愛もせうしひろば」を活用した介

護予防や生活支援を充実させるほか、「重層的支援体制

整備事業」により複雑化する相談に対応できる包括的

な支援体制の強化を進めます。

　また、「北空知成年後見相談センター」と連携し、成

年後見制度の相談支援を行います。さらに、外出支援

や配食サービス、水道料金助成、福祉灯油助成、温泉

入館料助成、交通費助成の拡充など在宅福祉の充実を

図ります。

子 育 て 支 援 の 充 実

　少子化や核家族化が進む中、子育て世代を地域全体

で支える体制整備を進めます。

　昨年開設した「こども家庭センター」を中心に、妊

娠期から子育て期まで切れ目のない支援を行います。

　認定こども園では「こども誰でも通園制度」に向け

体制を整えます。また、産後ケア事業の拡充など妊産

婦支援を強化します。

　さらに、交流施設「from ☆ moko」を拠点に地域

での子育て支援を進めるとともに、不登校児童生徒へ

の居場所づくり支援を継続します。

健 康 づ く り ・ 地 域 医 療 の 推 進

　「第２期健康増進計画」と「第３期国民健康保険デー

タヘルス計画」に基づき、健康教室や広報を通じて生

活習慣病予防と健康づくりを推進します。

　がん対策では、各種検診に加え、中学生を対象とし

たピロリ菌検査を継続し、二次検査など事業拡大を図

ります。

　また、「自殺対策行動計画」に基づき、ゲートキーパー

養成など、こころの健康支援を進めます。さらに、妹

背牛診療所と連携し、地域医療の維持向上と安定した

運営に努めます。

障 がい者福祉の充実・地域福祉の推進

　福祉ニーズが多様化する中、社会福祉協議会やＮＰ

Ｏ、民生児童委員、町内会など関係機関と連携し、誰も

が自分らしく暮らせる共生型のまちづくりを進めます。

　令和５年度に策定した地域福祉計画や社会福祉協議

会の地域福祉実践計画との整合を図り、地域福祉を推

進します。

　また「アグリーン妹背牛」「ジェミニ」「夢の杜」と

連携し、障がいへの理解促進と福祉サービスの充実、

社会参加の促進を図り、安心して暮らせる地域づくり

に努めます。

６つの

Point

国 民健康保険事業について

　国民健康保険は、国民皆保険制度の中核として地域
医療と住民の健康を支えていますが、少子高齢化の進
行や医療費増加、低所得者の加入割合の高さなどによ
り財政は厳しい状況です。
　平成 30 年度の都道府県単位化により保険料の急激
な変動は緩和されましたが、統一保険料に向けた賦課
割合の見直しが課題となっています。
　令和 4 年度の見直し方針に基づき、令和 12 年度に
向け段階的に取り組みを進め、今後も安定的な制度運
営に努めます。

　介護保険制度は、介護が必要になっても地域で安

心して暮らせるよう社会全体で支える仕組みです。

　高齢化の進行や高齢者世帯の増加、地域関係の希

薄化など環境が変化する中、介護予防や生活支援、

地域包括ケア体制の充実、認知症施策などを進め

ます。

　また、本年度は高齢者保健福祉計画・介護保険事

業計画の最終年であることから、制度改正を踏まえ

次期計画を策定し、介護保険の安定運営に努めます。

介 護保険事業について

社
会
保
障
の
充
実
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～快適な生活が送れるまちづくり～～快適な生活が送れるまちづくり～

道路環境、交通環境の整備
　町道の整備では、計画的な機能回復と適正な維持管

理を進めます。本年度は舗装修繕計画に基づき、町道

東１丁目線の舗装修繕を実施し、橋梁では長寿命化

修繕計画により大西橋と佐々木橋の修繕を行います。

　冬期間の除排雪対策では、社会資本整備総合交付

金を活用し、除雪費の財源確保と機械の更新を進め、

令和８年度は除雪車両１台を更新します。今後も生

活道路の安全確保に努めます。

住環境の整備
　町営住宅は公営住宅１６０戸、特定公共賃貸住宅

１２戸、地域優良賃貸住宅２戸、勤労者住宅４戸の

計１７８戸を管理しています。

　令和８年度は社会資本整備総合交付金を活用し、北

斗団地Ｂ棟の長寿命化改修工事を実施します。今後も

「公営住宅等長寿命化計画」に基づき、予防保全を重

視した維持管理を進め、住宅の長期利用と使用料の

収納率向上に努めます。

上下水道の整備
　簡易水道事業は、給水人口減少による料金収入の

減少や人件費・資材費高騰など厳しい状況にありま

すが、経営の効率化を図りながら施設の適正な維持

管理を行い、安全で安心な水の安定供給に努めます。

　農業集落排水事業では、中長期的な更新計画に基

づき、更新時期の検討を進めるとともに、処理施設

や個別排水施設の適正管理により生活環境の向上と

健全な事業運営を図ります。

循環型社会の創造
　資源循環型社会の実現に向け、ごみの分別・資源化を

推進しています。生ごみはバイオガス化施設で処理し、

資源ごみはリサイクル、燃えるごみは広域連合で焼却し

発電に活用しています。

　今後も適正な分別・処理を進め生活環境の保全に努め

ます。また、イベント回収や不法投棄防止を進めるほか、

ハチの巣駆除助成等を継続します。さらに、ゼロカーボ

ンシティ宣言のもと、太陽光発電や蓄電池導入による再

生可能エネルギーの活用を進めます。

７７つの柱

消防、防災・治水体制の充実

　消防・救急行政では、近年頻発す
る自然災害や猛暑、高齢化に伴う救
急要請の増加に対応するため、迅速
で的確な体制強化を進めています。
　１１９番通報の広域化により北空
知１市４町での対応が可能となり、
指令システムや位置情報通知システ
ムに加え、車両動態管理システムの
導入により対応力の向上を図ります。
　また、防火啓発を進め無火災を目
指すとともに、救急体制の充実によ
り町民の生命と安全の確保に努め
ます。

　近年、地震や大雨など自然災害
の激甚化が進む中、本町でも災害
に備えた体制強化が重要となって
います。
　これまで非常用発電機や防災資機
材の備蓄、防災行政無線システムの
整備などを進めてきました。
　今後も防災訓練の実施や戸別受信
機・スマートフォンアプリの普及に
より情報伝達体制を強化するととも
に、「地域防災計画」やハザードマッ
プの見直しを行い、防災体制の充実
に努めます。

防犯、交通安全の充実
　北海道では交通事故死者数が増加
し、深川警察署管内でも死亡事故が発
生していますが、本町では交通事故に
よる負傷者がなく、交通事故死ゼロ
も継続しており、本年６月には「３，
０００日」達成が見込まれています。
　今後も「飲酒運転根絶」や「ながら
運転防止」の啓発を進め、警察や交通
安全協会と連携し、町民総ぐるみの運
動を推進します。
　また、SNS を利用した投資詐欺や
ロマンス詐欺などの被害防止に向け、
防犯関係機関や地域と連携し、安全で
安心な地域づくりに努めます。

～安全・安心で信頼できるまちづくり～～安全・安心で信頼できるまちづくり～

消防・救急体制 防災・治水体制


